
 

 

 

 

兵庫県後期高齢者医療 保険料率等の改定について 

 
１．改定の概要 

２月に開催された兵庫県後期高齢者医療広域連合議会において、令和４・５年度の保

険料率および賦課限度額が改定されました。 

保険料算定の基礎となる今後２年間の保険給付費総額の減少が見込まれていること

や、給付費準備基金（令和２・３年度に見込まれる剰余金）２００億６千万円の活用、

本年１０月に始まる窓口２割負担に伴う影響等により、均等割額、所得割率がマイナス

改定となっており、一人当たり平均保険料も減額となっています。 

 

①保険料率及び賦課限度額 

 改定後 現 行 差 引 

均等割額 ５０，１４７円  ５１，３７１円  △１，２２４円  

所得割率 １０．２８％  １０．４９％  △０．２１ﾎﾟｲﾝﾄ  

賦課限度額 ６６０，０００円  ６４０，０００円  ＋２０，０００円  

 

②被保険者一人当たりの平均保険料年額 ※各種軽減適用後の数値です。 

改定後 現 行 差 引 伸び率 

８３，５１７円 ８６，９２４円 △３，４０７円 △３．９２％ 

 

２．施行日 

令和４年４月１日 
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２０２２年 (令和４年 )３月８日 

市民生活局市民生活室 長寿医療課 


